ところが 昨日に なって、 私 は 突然、 赤耀 館主 人と 名 

乗る 人からの 招待状 を 受取った。 その 文面 はすこぶ る 

鄭重 を 極めた もので、 「遠路 乍ら 御足労 を 願い、 赤耀 

館 事件の 真相に つき 御 聴取 を 煩 わした く 云々」 と あつ 

た。 赤耀館 事件の 真相と 呼び、 圏点まで 打って あると 

ころ を 見る と、 矢張り 私の 想像した とおりに、 今日 ま 

で 発表され た 事件の 内容 以外に、 隠されて いる 奇怪な 

事実が あるのに 違いない。 私 は 勿論、 喜んで 拝聴に 出 

かける 旨 を 返事した。 

赤 耀館は 東京の 近郊 N 村の、 鯨 ヶ丘と 呼ばれる 丘の 

上に 立って いる 古風な 赤 煉瓦の 洋館で ある。 私 も はじ 



父母と 妹と が 亡くな つ てから 此方 十 年 あまりと 言う 

もの は、 私達 一家 は 割合に 呑気に、 そして 幸福に 暮し 

ていました。 兄が 前に 申した 綾子と 結婚す ると、 私 は 

間もなく 独逸へ 遊学に でかけました。 兄 はたった 一人 

の 同胞に 別れる のが 大変に 辛い と 申しました。 しかし 

兄 は、 長い間の はげしい 恋をして やっと 獲る ことの 出 

さしむ か 

来たい わば 恋女房と、 これから は 差 向いで 暮 すわけ な 

のです から 私 は 唯もう 兄の 弱気 を嗤 つて 独逸へ 出発い 

たしました。 それ は 今から 三年 前の 冬の ことなの です _ 

私 は 力— ルス ル— ェの 高等 ェ 学院に 旅装 をと き 機械工 

学の 研究の ため 学校の 中に 起居して いました。 そこで 



「貴方が 中座され たような ことはありません か。 又は 

画伯の ことで もい いのです が」 

「私 は 中座し なかった ように 思います。 画伯 も 中座し 

なかった ろうと 思います が、 よく 気をつけて いません 

でした」 

「よく 気をつけて いなかつ たと は、 どういう 意味です 

か」 

「 一 寸 しらべもの を やって いたので、 注意力が 及ばな 

かった かも 知れない というの です」 

「対談 中、 お 仕事 をな さって いたのです ナ」 

「ま ァ、 そうです I 



ていました。 分光器の 調整 を 壊されたり、 X 線 発生 装 

置の 管 球に 罅 を こしらえられ るの を 嫌って、 掃除人 は 

勿論の こと、 嫂 さえ なかなか 入れず、 いつも は、 たつ 

た 一 つし かない 表の 入口に、 複雑な 綻前を かけて 置く 

ことにして 居りました。 

兄に とって は、 実験に 倦き ると、 花壇に 出て、 美し 

い 花 を 摘み、 夕餐 がすむ と、 嫂と 百合 子と、 執事の 勝 

見 を 相手に 麻雀 を 闘わす のが、 もっとも 彼の 動的な 生 

活 様式で、 あと は 唯もう、 赤耀 館の 中で 瞑想に 耽って 

いると いう 風でした。 

さて 赤 耀館を 明るく する ための 麻雀 競技会が 六月の 



聴え ます。 その 騒ぎの 中に 時計 は 九 時 を 五分 過ぎ、 十 

分 過ぎ、 もうかれ これ 十五 分 を 廻り ましたが、 一 向 試 

合 開始の ベ ルが 鳴る 様子が ありません。 

「どうし たんです。 主人公 は？」 賀茂 子爵が 苛々 した 

風で、 奇声 を 張り上げました。 

「どう 遊ばした のでし ようか。 私 も 先程から 不思議に 

思って いたので) J ざ いますが …… 。 少々 御 待ち 遊ば し 

て。 お 室 を 探して 参りましょう」 

執事の 勝 見が 不安の 面 持で、 急いで 探しに 行き まし 

た。 しかし 兄の 姿 は 階上の 私室に もな く、 廊下に も 発 

見す る ことが 出来ませんでした。 階段の 下で、 これ も 



兄の 屍体 は 法医学 教室で 解剖に 附 せられました。 其 

の 結果 を 受けと つた 尾 形 警部 は、 力 もな にも 抜けて し 

まって、 机の 上に 顔 を 伏せました。 報告書に は 次の よ 

うな 意味の ことが 書いて あつたの です。 

「自然死 か 毒 死 かの 判別 は 不幸に して 明瞭で ない。 毒 

死 を 立証す る 反応 は 明瞭に 出て 来ない。 それ かと 言つ 

て 自然死で あると も 言う ことが 出来ない。 たとえば 微 

量の 青酸中毒 による 死の 如き、 これで ある。 今日の 科 

学 はこの 程度の 鑑別 をす る だけに 進行して いない こと 

を^! 感- とする」 

最後の 望みの 綱 も 切れて しまったので、 警部 の 無念 



「赤耀 館の 悪魔 は 出て 行った。 ホホ ホホ」 嫂が ヒス テ 

リ カルに 高い 声 を あげて 笑いました。 

「でも 魅力の ある 悪魔なん でしよう。 姉さん、 あたし、 

なにもかも 知って てよ」 

「出て 行つ たんだから、 何も 言う ことはないでしょう。 

ほ， R 

百合ち やん。 あの人 は 悪魔で も、 あれから こっち 外に 

相談す る 男の ひと もな いんです もの」 

みずくさ 

「姉さん は、 水臭い ひと」 なに か 外の こと を 考えて い 

るら しく、 百合 子が 言いました。 

勝 見が 此の 家 を 去って からのち、 嫂 は 果してす こし 

ずつ、 不健康に なって 行った ようです。 ときには、 ひ 



が、 いまにも 仆れ そうな 青い 顔 をして、 百合 子 を 迎え 

ましたが、 すぐ 現場へ 案内して 呉れました。 それ はバ 

スル — ，. ^ 付きの 十六 畳 もあろう と 思われる 大きな 贅を 

尽 した 部屋でした。 室の 一隅に は、 大型の ベッドが 二 

まご かた 

台 並んで います。 その 一方に 死んで いるの が、 紛ぅ方 

なき 嫂の 綾子な のでした。 

19 力 

「 一 体 どうしたので ございましよう？」 百合 子 は鎚リ 

つかん ばかりにして 尾 形 警部に 尋ね かけた のでした。 

「さあ、 どうした ものです か」 と 警部 もす こし 顔 を 和 

げ てこれ に 答えました。 「今度 は 一 つ 徹底的な 捜査 を 

したいと 思って います。 幸 t に 事件 は 私に 委 され まし 



の 郷里で ある 岡山県の S 村に 行き ましたが、 彼奴の 居 

所が さっぱりわからない のです。 村の 人達に きいて 

やっと 知れた こと は、 勝 見 は 病気の ため 村 を 去った そ 

うです」 

「病気？ そして どこへ 行った のか？」 

にくしゅ 

「村人の 話で は、 肉腫が 出来て いたそう で、 実に 気の 

毒な こと だと 言つ ています。 行 先 は 村役場で きくこと 

が 出来 ましたが、 K 県の 管轄に なって いる 孤島で あり 

ます。 療養所が 設けられて あると ころ だそう です。 私 

は 思い切って その 島 を 尋ね、 勝 見に 会って 来ました が、 

気の毒な ものです。 しかし 勝 見の 写真で 見覚えの ある 



面影が あった 上に、 赤耀 館の こと も 何から 何まで よく 

知っていました から、 勿論 勝 見に 違いありません。 そ 

ん なわけ で 彼奴 を ひっぱって 来る こと は、 絶対に 不可 

能なん です。 それに ひっぱって 来たって 駄目な ことが 

判りました。 というの は、 綾子 夫人が 死んだ 七月 三十 

日に は、 彼奴 は 療養所の 中から 一歩 も 外へ は 出な かつ 

たこと が 判明した のです。 御覧なさい、 ここに 療養所 

長の 証明書が あります」 

尾 形 警部 は 沈痛な 面 持で、 療養所 長の 証明書 を， 1 瞥 

しました。 大きな 四角い 字で 次の ような 字句が 記され 

てあつた のです。 



でした。 

「どうし たんです、 尾 形さん。 パイロットの 赤 ランプ 

が 点いて いるじゃありません か、 さあ これから、 す こ 

し 面倒な 実験 を やります。 尾 形さん は、 私の 言った よ 

うに、 外に 居て、 私達の 持って来た X 線の 装置 を 壁に 

添い、 静かに 動かして 呉れ 給え。 此の 室 は 暗室に して、 

私が 独り 居ましょう。 お 嬢 様 は 外へ 出て いらっしゃつ 

て もよ ろしい し、 おいやで なければ 此 室に 居て 下さい。 

なに か 面白い もの をお 目に かけられる かもしれ ない の 

です」 

「私 はこの 室に 居とう ございま すわ」 



「そり や 勇し いこと ですな。 です が、 私の 許し を 得な 

うまず め 

いで 無暗に 動き 廻る と、 X 線 を 浴びて 石 女になる かも 

知れません よ。 はつ はつ」 

「ま ァ」 

赤 星 探偵 は 時間 を 打ち あわせ、 尾 形 警部 を 外に 出し 

ました。 いつの 間に この 建物の 外に 搬んで 来た もの か、 

そこに は 一 台の 移動 式 X 線 装置が 置かれて ありました 

が、 警部 は 時計 を 見つつ、 心得顔に スィッチ を 抑え、 

抵抗器の 把手 を 左右へ まわす のでした。 ジ— ジ ー と 放 

電 の 音響が きこえ、 X 線 は 実験室 の 壁 をと おして 内部 

なまり まえだれ 

へ 入って ゆく ようでした。 暗室の 内で は、 鉛の 前垂 



いていた だきたい と 思います。 —— 私 は 尾 形さん に 事 

件の 内容 を 伺って から、 これ は 実に 恐ろしい 殺人鬼の 

仕業で ある こと を 知りました。 尾 形さん も、 そうは 

思って いられる ものの、 証拠が 見付からない のでとう 

とう 休職まで する ことにな つたので す。 私 は 犯人が あ 

まりに 用意周到なる 注意 を 払つ ている のに 驚きました _ 

しかし それ は 犯行 を 否定す るよう な 結論 を 導き 得た の 

にも 係わらず、 皮肉に も 反って 犯行の あった 疑い を 深 

く 抱かせる ようになりました。 

先ず、 私が この 室に はいって から 発見した 事実が 二 

つあります。 



それ は、 失礼ながら、 尾 形さん に 不足して いる 専門 

知識から 初めて 見出す ことの 出来る ものな のでした。 

才— ト グラフ ィ ック 

その 第一 は、 この 室の 壁に かけられた 自記 式の 寒 

暖計、 湿度計、 及び 気圧計の 中に のこされて ある 犯行 

当時の 記録な のです。 今、 六月 二十 九日の 午後 九 時 前 

後に 於け る 此の 室の 温度と 湿度と 気圧の 記録 をぬ き 出 

して 一枚の 紙の 上に 書き並べ てみ ますと、 こんな 具合 

になり ました。 (と、 別紙の ような 曲線 図 を 示す) 九 時 

前後に 於て 三曲 線 は 特異な 変化 を 表わして いるで は あ 

りません か。 私共に とって 幸いな ことに は、 当夜、 東 

京 附近 は 急激なる 気象の 変化 をう けた ものです から、 



て 来た 結果、 ひきおこされた わけなの です。 五十 九分 

頃に は 三曲 線 は、 再び 同じ 位の 傾斜で 動いて います。 

扉が すぐに 閉じられ たため、 室内の 気象の 変化 は、 ま 

た 前の ように 立ち 還った せいでありましょう。 ただ、 

室内 温度が やや 著しい 上昇ぶ リを 示して いるの は、 こ 

の 室に 新たに 人が 入って 来て、 それ も 割合に 温度計の 

近くに いたた めか、 それとも 中の 機械 を 運転した ため 

に その 各部から 発散され る 熱量の 影響で あるかの、 何 

れ かです。 私の 推測で は、 五十八 分に 入って 来たの は 

タイム. シグナル 

丈太郎 氏で あり、 時 報 をう ける ために 室内に 電灯 

を 点じ、 無線 送受信 機が 動作 を 始めた せ いだと 思 つ て 



ます。 誰か 遽 てて 室外に 逃げ出した 者の ある 証拠です- 
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ところが 只今、 X 線 を 壁に 当てて 見ました 結果、 気 

圧 計な どのす ぐ 近くに、 異形の もの を 発見し ました。 

これ はま だ 新しい 壁の 上に 水分 を たっぷり 含んだ 物体 

がお しつけられ たため、 水 を 吸収した 部分と 物質 だけ 

が 極く こまかい 結晶 をつ くり、 それが ために X 線 を 当 

てて みると 他の 部分と はまる で 違った 表面に なつ てい 

る ことが 判った のです。 その 結果 は、 壁の 上に 鉛筆で 

記した とおりで、 しかも それが 綾子 夫人 以外の 誰でも 

ない ことが 明白に なりました」 赤 星 探偵 はこう 言って、 

といき もら 

ホッと 吐息 を洩 したので す。 



「では 姉が …… 」 百合 子は愕 きのた めに 目 を 大きく 

瞠 つて 叫ぶ ように 申しました。 「姉が 兄 を 殺した ので 

ございま すか」 

「お 嬢 様、 私たちの 失敗 は、 そこに あるので す。 ごら 

ん なさい。 綾子 夫人の 像から ニ寸 ばかり 離れた 場所に、 

大きな 手の 跡が X 線に よって 発見され ています。 これ 

は 丈太郎 氏の 右手な のです。 綾子 夫人 を 壁ぎ わに 押し 

つけたと き 丈太郎 氏の 手 は 夫人の 濡れた 衣服 をつ かん 

でいた のでした。 そのと き 丈 太 郎氏は 中毒の ために 力 

を 失い、 この 壁の 上に ぬれた 手 をつ くな り、 バッ タリ 

たお まさ 

下に 斃れ てし まった のです。 丈太郎 氏の 臨終 は 正に 午 



を 左の 方から 一 つ 一 つ 点検して 行きました。 点検す る 

と 言つ て も 指で クル クルと 廻して みる わけで もな く、 

うかが 

一 一尺 も 離れた 遠方から 恐る恐る 窺 つ ている という 風 

に 見えました。 それから 急に 一 つ 首 を竪に 振る と 一 つ 

ダイヤル めんみつ 

の 小さい 目盛 盤 を とりはずし、 他の ものと 綿密に 比較 

研究 をして いるよう でした。 それが 済む と、 室の 一隅 

に 置かれた 無線 の 送受信 装置 や X 線の 発生 装置が ゴ 

チヤ ゴ チヤ 並んで いる 方をジ ロジ 口と 見廻して いまし 

たが、 配電盤の 開閉器 を 全部き つてし まう と、 機械と 

いう 機械の 間 を 匍い まわり、 変圧器の 下に 手 を さし 入 

れて掌 を 油 だらけに したり、 丹念に ボ— ルトを はずし 



せんか。 此 所に 幸い 熱さ ましの カプセルと、 ホット- 

レモン もあります よ、 こいつ をグ イツと、 どうです。 

い い 気持になります よ。 

私 はもう 元気に 床 を 離れて いる。 あれから こっち 

「赤耀 館 事件の 真相」 について 再び 考え をめ ぐらす こ 

とがい やにな つた。 しかし 兎 も すれば、 私 は あの 話の 

方へ いつの 間に か 引き戻され 勝ちで ある。 

きけば この頃、 赤耀 館の 主人公 は、 精神 異常 だと 言 

いふら されて いるそう だ。 私 は 彼の 物語った 事件の 真 

相なる ものが、 全然 虚構で あると は 思って いないが、 



底本" 「海 野 十三 全集 第 ー 巻 遺言状 放送」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「新 青年」 博 文 館 

1929 (昭和 4) 年^ 月 号 

》 「湿度. 気温. 気圧 曲線」 の 図 は、 初出から ス キヤ 

ンし、 つぶれの はなはだしい 文字 を 入力し 直しました。 

その 際、 「午后」 を 「午後」 に、 「粍」 を 「ミ リメ— ト 

ル」 に 置き換えました。 

入力 .. 

校正 ： 土屋隆 

2 00 4年：：1348日作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



